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１．はじめに 

道路橋の代表的な損傷である RC 床版の疲労損傷は，劣化進

行すると床版の抜け落ち等の重大な損傷となるため，適切な

維持管理を行うためには床版の余寿命予測が重要である． 

既往研究 1)での余寿命予測の検討として，床版疲労解析に特

化した 3 次元非線形解析ソフト FABriS2)を用いた RC 床版の

損傷度別 S-N 関係図の把握を行ったが，床版の構造条件が異

なれば各条件での S-N 関係図も異なるため，維持管理への汎

用性が低いことが課題となった． 

そこで本検討では，床版余寿命予測の汎用性を向上させて

維持管理に活用することを目的に，図-1 に示す損傷度別 S-N

関係図を用いた床版維持管理検討フロー（案）を提案し，各

段階において検討を行った． 

２．床版余寿命予測の条件整理 

（1）損傷度の把握 

床版余寿命は，各損傷度に応じた S-N 関係図に基づき予測

する．そのため，直近の橋梁点検結果及び現地調査結果を基

に損傷状況（ひび割れ幅，ひび割れ間隔，湿潤状況等）を適

切に評価する必要がある． 

本予測では「橋梁定期点検要領，平成 16 年 3 月，国土交通

省 国道・防災課」に基づき，床版ひびわれの損傷度区分（a

～e の 5 段階）を設定する．また，湿潤状況は漏水・遊離石灰

の損傷度から設定することとする． 

（2）S-N 関係図の設定 

床版余寿命は，床版のひびわれ発生状況及び湿潤状況，構

造諸元に応じて大きく異なることから S-N 関係図を適切に複

数パターン設定することが重要である． 

そこで，S-N 関係図は損傷度（b～e）や間隙水圧の考慮（有・

無），床版の構造諸元に応じて設定する．S-N 関係図の設定時

の区分を表-1 に示す．この条件に応じて，図-2 に示す床版疲

労解析による載荷回数とたわみ関係を整理することで，S-N

関係図を設定した．S-N 関係図設定例を図-3 に示す．なお，構造諸元で一致する区分がない場合には，余寿

命が短く評価されるような区分を採用することを基本とする．  

図-1 床版維持管理検討フロー（案） 
表-1  S-N 関係図の設定時の区分

図-2 載荷回数-たわみ関係 

 
図-3 S-N 関係図例 
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（3）載荷荷重の設定 

RC 床版の設計に際して考慮する活荷重（車両荷重）は，適

用示方書や対象橋梁の位置する道路の種類（高速自動車道，国

道，都道府県道，市町村道等）で異なり 3)，この設計活荷重を

基に載荷荷重として設定することを基本とするが，現状の供用

実態に合わせて適宜設定を行うこととする．また，車両荷重は

車両の総重量であることから，大型車の後軸重量（車両重量の

80%）の片側分を載荷荷重として設定する．参考に，車両重量

25tf の場合では載荷荷重は 10tf（=25tf×0.8÷2）となる． 

過去の累積大型車交通量が把握可能な橋梁では，（2）で設定

した S-N 関係図と現状の損傷度からみなしの載荷荷重を求め，

以降の余寿命予測に設定する．みなしの載荷荷重の設定方法は，

図-4 に示すように S-N 関係図に過去の累積大型車交通量を代

入し，みなしの載荷荷重を読み取るが，対象橋梁の設計活荷重

と比べて小さい場合は設計活荷重を下限値とする． 

（4）床版余寿命予測 

（2）で設定した対象床版の S-N 関係図，（3）で設定した載荷

荷重に基づき，現状の損傷度及び各損傷度到達時（又は疲労限

界状態到達時）における載荷回数を算定する．床版余寿命予測

の概念図を図-5 に示すが，対象橋梁の供用実態及び現状の損傷

状況を踏まえて床版余寿命（各損傷度に到達するまでの経過年

数）を把握し，損傷度に応じた対策検討に活用する． 

３．対策工法・時期の設定 

 床版の疲労に関する劣化過程に応じた標準的な工法例につ

いては，「2013 年制定コンクリート標準示方書[維持管理編]，

公益社団法人土木学会」に示されており，これを参考に作成し

た損傷度に応じた対策工法選定フローを図-6 に例示する． 

また，対策時期の設定は２．（4）に示した床版余寿命を基に

設定する．ただし，劣化進行に伴って大規模な補修が必要となれば，経済性や社会的影響度の増大が懸念され

ることから，損傷の進展前に対策を行うことを基本とする．対策時期の設定方法を表-2 に示すが，供用実態

や損傷状況は経年により変化するため，床版余寿命に劣化過程に応じた安全率を考慮して設定することとする． 

４．まとめ 

本検討では床版維持管理検討フロー（案）に沿った検討を行い，床版余寿命予測の設定方法について規定し，

維持管理における活用方法を示した．今後は床版余寿命予測の維持管理における効果検証を実施するとともに，

現在実施している床版疲労解析による輪荷重走行試験の再現解析や実橋梁を対象とした再現解析の検討結果

に基づいて，S-N 関係図の精度検証及び調整を行うことで，床版余寿命予測の汎用化に向けた検討を進める

予定である． 
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図-4 みなしの載荷荷重の設定方法 

図-5 床版余寿命予測の概念図 

図-6 各損傷度に応じた対策工法検討フロー 

表-2 各損傷度に応じた対策時期の設定方法
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漏水・遊離石灰
の損傷度

a,b e

c d

c,d,e

a

潜状期 進展期 加速期 加速期 劣化期

床版ひびわれ 漏水・遊離石灰

a，b - 損傷度c到達時までの床版余寿命×80%（潜伏期の工法）

c - 損傷度d到達時までの床版余寿命×80%（進展期の工法）

d c，d，e 損傷度e到達時までの床版余寿命×50%（加速期の工法）

d a 損傷程e到達時までの床版余寿命×50%（加速期の工法）

e - 床版余寿命予測は行わず早急に対策実施（劣化期の工法）

対策時期の設定方法
損傷程度
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